
いきいき安心プランⅦまつど（案）
（概要）追加資料について

令和2年度第2回高齢者保健福祉推進会議資料
資料１－２



１.重点項目



１.生涯現役社会・健康寿命の延伸
重点項目：フレイル予防
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健康寿命の延伸に向けたフレイル予防の推進

加齢とともに心身の機能が低下し、要介護状態に至る前段階である
フレイルを予防するためには、早期からの運動、栄養、社会参加が重要

フレイル予防事業開始（令和２年４月～）

専門職が積極的に
関与

歯科衛生士

栄養士

保健師

家庭訪問
電話等

KDB分析により
アプローチ対象

者の抽出

・健康に関する講話
・フレイルチェック票
・体力測定
・フレイル予防メニュー提示

ポピュレーションアプローチ

健康状態不明者・低栄養者に介入

ハイリスクアプローチ

・フレイルチェック票
・健康診査・歯科健診の案内
・栄養・歯科のアドバイス
・通いの場紹介
・介護予防、認知症予防のアドバイス

健康を維持

健康寿命の
延伸

介入により
介護を予防！

対象者に合わせてつなぐ
・病院・診療所
・歯科医院
・地域包括支援センター
・通いの場 など

高齢者のフレイル予防の推進 介護予防・日常生活支援
総合事業の推進

都市型介護予防モデル
「まつどプロジェクト」の推進

訪問

通いの場におけるフレイル予防チャレンジ

対
象
範
囲
の
拡
大
な
ど
を
検
討

地域の健康
課題を把握



１５か所の地域包括支援センター
属性や世代を問わない相談窓口
子ども・障害・生活困窮分野についても
相談を受け止め支援機関との連携を図る

共生の視点を持った地域づくり
地域資源の育成と有機的活用

支援機関とのネットワークを活用し、相談支援体制を構築していく

基幹型地域包括支援センター

多分野相談機関との連携強化
福祉相談機関連絡会や福祉まるごと相談窓口の

活動等を通じた連携強化

事業評価を通じた機能強化
各センターの事業評価分析や、好事例
の横展開を通して質の向上を図る

総合調整
後方支援

相談
報告

地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、
相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施する重層的支援体制整備事業を推進し、

地域包括ケアシステムの深化・推進を図ります

～地域包括支援センターの機能強化～

評価指標
地域の予防活動等社会資源の

新規立ち上げ数

ICTを活用した業務の推進
会議等において積極的にICTを活用し

業務の簡素化・効率化を検討

評価指標
松戸市指定事業
包括評価の平均点

２.多世代型地域包括ケアの推進
重点項目：地域包括ケアシステムの深化・推進
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３.介護サービスの適正な供給
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次期計画「介護人材確保」対策の戦略について
～川の上流と下流のようにそれぞれの状態に合わせた対策が必要～

既に我が国では人口減少が始まっており、人口構造の推移を見ると、2025年以降、「高齢者
の急増」から「現役世代」である「生産年齢人口（15歳以上65歳未満）」の急速な減少へと
局面が変化しつつある。 【2040年問題】

方策（１）【川上対策】
多様な就労・社会参加を促進
①女性・②高齢者・③外国人

方策（２）【間接的対策】
介護需要そのものを減少させる

健康寿命の延伸、介護・認知症予
防

方策（４）【川下対策②】
介護現場の効率化・省力化

ＩＣＴ、ＡＩ、介護ロボット等の活用

方策（３）【川下対策①】
介護現場の環境整備・処遇改善

社会的評価・賃金・就労環境の向上

出典：久留善武氏 立教大学講義資料を一部改変

『川上』の問題
水源：下流の水不足は、源流
で水源が枯渇し始めている証
拠

→別の水源の開発

『川下』の問題
水が少ない・少ない水の奪い合い ＝介護人材争奪
戦
⇒ 水需要の逓減 健康寿命の延伸・介護予防
⇒ 漏水の防止 離職防止 環境整備
⇒ 少ない水（節水） 生産性向上による省力化

河川改修の鉄則『下流から上流
へ』

重点項目：多様な主体の確保



2 .次期計画の施策体系



第２節　介護サービスの充実 第１節　生涯現役社会・健康寿命の延伸


１．重度者向け在宅サービスの整備・普及 １．生涯現役社会の実現に向けた多様な就労・社会参加支援の促進


（１）小規模多機能サービスの整備 （1）生涯現役社会の実現に向けた就労支援の推進

（２）定期巡回・随時対応サービスの整備 （２）高齢者の方によるボランティア活動の支援と参加促進に向けた取り組み

（３）重度者向け在宅サービスの普及・機能強化の推進 （３）地域活動・地域交流を通じた生きがい・役割づくりの推進

（４）小規模多機能サービス普及のための環境整備 ２．健康寿命の延伸に向けたフレイル予防の推進

２．在宅サービスの充実 （１）高齢者のフレイル予防の推進

（１）在宅サービスの確保 （２）介護予防・日常生活支援総合事業の推進

（２）在宅サービスの機能強化 （３）都市型介護予防モデル「松戸プロジェクト」の推進

３．施設・居住系サービスの整備 第２節　多世代型地域包括ケアの推進

（１）利用状況とニーズを踏まえた施設・居住系サービスの整備 １．地域共生社会に向けた参加と協働の推進による社会的支援の体制強化

（２）施設・居住系サービスの機能強化 （１）重層的な見守りネットワーク構築の推進

４．介護サービスの質の確保・向上 （２）生活支援体制の整備

（１）事業者の指導・監督・指定 （３）安全・安心な生活環境の確保

（２）介護サービスの質の向上に向けた取組みの推進 （４）権利擁護の推進と消費者被害の防止

第３節　在宅医療・介護連携の強化 ２．認知症への総合的な推進

（１）在宅医療・介護連携支援センターの創設 （１）認知症に対する正しい理解の普及・社会的支援の推進

（２）在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討 （２）認知症予防の推進

（３）在宅医療・介護連携に関する相談支援 （３）若年性認知症対策等、認知症に関する施策検討の推進

（４）切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進 ３．地域包括支援センターの機能強化

（５）医療・介護関係者の情報共有の支援 （１）多分野対応のための包括相談支援体制の強化

（６）医療・介護関係者の研修 （２）事業評価を通じた地域包括支援センターの機能強化

（７）地域住民への普及啓発 （３）ICTを活用した地域包括支援センターの業務の推進

（８）地域の医療・介護の資源把握 第３節　介護サービスの適正な供給

（９）在宅医療・介護連携に関する関係市町村の連携 １．在宅介護サービスの充実と在宅医療・介護連携の推進

第４節　介護予防・社会参加の推進 （１）在宅介護サービスの整備・充実

１．介護予防・日常生活支援総合事業の推進 （２）家族介護支援事業の推進

（１）都市型介護予防モデル「松戸プロジェクト」の推進 （３）切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進

（２）介護予防・生活支援サービス事業の推進 （４）在宅医療・介護連携支援センターの機能強化

（３）一般介護予防事業 ２．地域の実情に合わせた住まいの確保と施設整備

２．健康増進事業の推進と連携強化 （１）地域の実情に合わせた高齢者向け住まいの確保

（１）健康増進啓発事業の推進 （２）住宅環境の整備

（２）生活習慣病予防対策の推進 （３）地域の実情に合わせた施設・居住系サービスの整備

（３）感染症予防接種の実施 3．介護人材の確保・定着及び資質向上に向けた取り組みの推進

（４）各種がん検診の実施 （１）介護人材の確保

３．社会参加の推進 （２）介護人材定着のための取り組み支援と資質向上支援

（１）就労支援の推進 （３）介護現場の革新による好循環の実現

（２）ボランティア活動の推進 （４）介護サービスの質の確保・向上

（３）生きがいづくり支援

第５節　日常生活を支援する体制の整備

１．見守り体制の整備・推進

（１）民生委員・児童委員の見守り活動との連携

（２）高齢者支援連絡会との連携

（３）見守り協定に基づく事業者との連携

（４）避難行動要支援者名簿の活用の促進

（５）安否確認システムの運用

（６）認知症対策と連動した見守りの推進

（７）孤立を生まない地域づくり

２．生活支援体制の整備

（１）生活支援コーディネーターの配置

（２）地域の実情に応じた協議体の実施

（３）軽度生活援助の実施

３．外出支援の推進

（１）地域の支え合いによる外出支援の推進

（２）福祉有償運送の推進

（３）情報発信を通じた買い物支援

（４）高齢者が利用しやすい交通手段の導入の推進

（５）公共施設等のバリアフリー化の推進

４．防災・防犯・交通安全事業

（１）防災対策の推進

（２）防犯対策の推進

（３）交通安全対策の推進

５．介護する家族への支援

（１）仕事と介護の両立支援のための環境整備

（２）介護者のつどい・認知症カフェの推進

（３）家族介護講座の開催等

第６節　高齢者の住まいの確保

（１）多様な高齢者向け住まいの確保

（２）住宅環境の整備

第７節　認知症対策の充実

１．認知症の地域支援・普及啓発の推進

（１）認知症サポーターの養成

（２）オレンジ声かけ隊の養成

（３）オレンジ協力員の養成と活動の充実

（４）認知症カフェやサロンの取組みの推進

（５）認知症高齢者の安全対策の充実

（６）認知症に関する情報発信の推進

２．認知症の早期支援・予防の推進

（１）まつど認知症予防プロジェクトの推進

（２）認知症初期集中支援チームの充実

（３）認知症予防教室の開催

３．認知症に関する諸課題への対応の推進

（１）若年性認知症対策の推進

（２）認知症地域支援推進員等の活動支援・連携

（３）認知症研究会における検討

第８節　権利擁護の推進

１．虐待防止対策の推進

（１）虐待の予防

（２）虐待の早期発見

（３）虐待への早期対応

（４）虐待の再発防止

２．認知症等の意思決定支援の推進

（１）成年後見制度利用推進体制の充実

（２）日常生活自立支援事業の充実

（３）消費者被害の防止の推進

第９節　地域包括支援センターの機能強化

（１）基幹型地域包括支援センターの機能強化

（２）地域包括支援センターの安定的な運営

（３）事業評価を通じた地域包括支援センターにおける業務改善の推進

（４）地域包括支援センターにおける新たな課題への対応の推進

（５）地域ケア会議を通じた課題解決の推進

第10節　地域共生社会に向けた取組みの推進

（１）基幹型地域包括支援センターの共生窓口への深化

（２）多分野における相談機関の連携の推進

（３）在宅医療・介護連携支援センターにおける多分野対応

（４）包括的な地域保健体制の構築

（５）地域ケア会議における共生対応の推進

（６）共生型サービス整備の検討の推進

第12節　介護人材の確保・育成・定着

（１）事業者との連携に基づく介護人材の必要数の把握・確保

（２）参加支援の推進

（３）雇用管理改善の推進

（４）処遇改善の推進

いきいき安心プランⅥまつど　施策体系 いきいき安心プランⅦまつど　施策体系（案）
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